
【空知森林管理署】 

９月２８日、三笠市菊面沢国有林において、

市町村の森林行政担当者等を対象に、担当者の

技術の向上や、地域の森林・林業が抱える各種

課題の解決に資する取組へつなげることを目的

に「森づくり勉強会」を実施しました。 

これは、「市町村の森林・林業行政に係るアン

ケート」調査を実施した結果、「主伐・間伐の実

施方法」に関する内容での研修会実施に対する

強い要望があり、それを踏まえ空知総合振興局

と連携し開催したものです。 

当日は総勢 42 名の参加がありました。 

参加者からは、国有林野での施業に興味を持

たれ、事業内容等に係る意見が多く出され有意

義な検討会となりました。 

森づくり 
勉強会

【日高南部森林管理署】 
10 月 1 日、新冠町芽呂の国有林において、

NPO 法人「アオダモ資源育成の会」と日高南部

森林管理署共催の「バットの森づくり植樹祭」

を開催しました。 

道内でも特に日高管内に多く自生し、バット

の材料として最も優れているといわれるアオダ

モの植樹を行い、アオダモ資源の育成を図ると

ともに環境意識を高めることを目的としている

もので、新冠国有林では 13 回目を迎えます。 

開催当日は新冠町民、浦河高校野球部、地元

ボランティア団体など約 90 名以上が参加し、

アオダモの苗木 200 本を植樹しました。 

また、アオダモ資源育成の会から浦河高校野

球部にバットがプレゼントされました。 

バットの 
森づくり 
植樹祭

【根釧西部森林管理署】 
10 月 9 日に、弟子屈町役場と共催で弟子屈

町秋の名木ツアーを開催しました。 
弟子屈町名木ツアーは今年で 10 年目を迎

え、毎年春と秋の 2 回開催し今回のツアーは通
算 20 回目となります。 

今年 8 月に北海道に上陸した台風の影響によ
り、名木 14 本のうち、エゾヤマザクラ１本が
被害を受けましたが、当日は 22 名の方に参加
いただき、モミジなどの名木 7 本を観察したほ
か、屈斜路湖や摩周湖、川湯エコミュージアム
センターに立ち寄りました。 

参加者の皆様は、触ったり、匂いをかいだり
と五感をつかって自然を体感したことでツアー
を楽しんでいただけたのではないかと思いま
す。 

秋の 
名木ツアー

2016 

【北海道森林管理局】 
10 月 12、13 日に上士幌・標茶会場におい

て、無人航空機（ドローン）の講習会を初めて
市町村林務担当職員と合同で開催しました。 

この講演会は、災害調査をはじめとする、森
林・林業分野全般において、今後様々な活用が
期待されている無人航空機（ドローン）の飛行
に際して、必要な知識（航空法関係）や安全に
飛行させる操作技術の習得を目的としていま
す。 

参加者からは、「撮影した画像が鮮明で驚い
た」「林業の現場でも活用できるので購入を検討
したい」と言った感想がありました。 

北海道森林管理局では、今後も、他地域にお
いて講習会の開催を予定しております。 

無人航空機 
（ドローン）

講習会

「各地からの便り」の詳細は 検索森もりスクエア 
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お
知
ら
せ 

10

月
15

日
、
空
知
森
林
管
理

署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

林
野
庁
で
は
、
国
民
の
意

見
・
要
望
を
把
握
し
、
国
有
林

野
の
管
理
・
経
営
に
役
立
て
る

た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
設
け
て
お
り
、
北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
全
道
各
地
の
48

名

の
方
々
に
、
２
年
間
就
任
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
現

地
見
学
会
を
開
催
し
、
道
内
各

地
か
ら
24

名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
長
沼
町
・
夕
張
市

の
国
有
林
に
お
い
て
、
防
風
保

安
林
整
備
、
森
林
整
備
（
間
伐
）、

造
林
（
植
付
）
事
業
の
各
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。 

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

今
回
の
台
風
に
よ
る
被
害
状
況
、

高
性
能
林
業
機
械
の
機
能
や
操

作
資
格
、
苗
木
が
一
日
に
何
本

植
え
ら
れ
る
か
や
植
付
後
の
管

理
方
法
な
ど
様
々
な
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
初
め
て
見
る
高
性
能
林

業
機
械
に
は
皆
さ
ん
驚
い
て
い

ま
し
た
。 

今
回
の
現
地
見
学
会
で
は
、

普
段
見
ら
れ
な
い
間
伐
作
業
や

植
付
作
業
な
ど
、
林
業
の
現
場

作
業
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
企
画
課
） 
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長沼町の 

防風保安林整備事業現場 

トドマツの苗木を植付体験 
ハーベスタによる 

枝払い作業見学 

「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術

交
流
発
表
会
」
の
開
催
と
発
表

の
募
集
に
つ
い
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
29

年
２
月
２
日
、
３
日
の
２
日

間
、
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流
会

館
」
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
に

係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交
換

を
図
る
た
め
、
「
平
成
28

年
度
北

の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発

表
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

森
林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
を

含
め
、
森
林
・
林
業
に
関
連
す
る

取
組
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
を

募
集
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局

を
ご
覧
下
さ
い
。 

平成 16 年の台風により、世界的にも例のない大規模な都市近郊林である「野幌森林公園」にも大きな森林被害がありま

した。被害地を自然林に再生させるため、石狩地域森林ふれあい推進センターが市民と協働で「野幌森林再生プロジェクト」

を実施しています。その一環として、森林の回復状況を把握するため、植生、昆虫、菌類、野生動物のモニタリングを行い、

今回、その 10 年間の成果を学識者とともに情報発信するフォーラムを開催いたします。 

日 時：平成 28 年 12 月 4 日（日曜日）13 時～16 時 

会 場：北海道博物館 講堂（札幌市厚別区厚別町小野幌 53－2） 

申込み：事前の申し込みが必要です。※詳しくは、北海道森林管理局 HP をご覧下さい 
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